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電力流通・自然エネルギー事業 他

火力事業

粒子線がん治療
装置

原子力事業
沸騰水型原子力プラント(ABWR・ESBWR)

他 予防保全・
燃料サイクルなど

ABWR ： Advanced Boiling Water Reactor ESBWR ： Economic and Simplified Boiling Water Reactor

蒸気タービン

＜石炭火力プラント主要機器＞

ボイラー

風力発電
システム

太陽光発電
システム

中央制御操作盤原子炉機器原子炉圧力容器

＜原子力プラント主要機器＞

他 水力発電システム、ドライブシステム、スマートグリッド、パワー半導体など

ガスタービン

電力流通
システム

環境装置

石炭火力プラント

2011年度
連結売上高
8,324億円 20%

60%

20%

3

１-１ 事業概要
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世界の発電電力量（電源別）

米州日本/アジア 他欧州

シェールガス生産拡大に
よりＧＴＣＣ市場拡大
米国が環境規制強化

超臨界圧石炭火力
新設計画が活発化
中国環境規制強化、
分散電源用GT需要拡大

新設石炭火力需要は
西欧から東欧へシフト
（リプレース需要含む）

地域別市場動向

発電量は約1.7倍の見通し
(2008→2030年比)
市場動向
•石炭火力需要は堅調
•規制による環境装置需要増加
•原子力計画継続国多数
•自然エネルギー導入加速
•送配電市場拡大

GTCC ： Gas Turbine Combined Cycle

4

１-２ 市場動向
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１-３ 2011年度実績

5

震災による原子力発電システムの減少等があったものの、

国内の火力発電システム等が堅調に推移し、微増
売上高

欧州の火力発電において、ボイラー材の不具合に関する

追加費用や進捗遅れ等が発生し、大幅に減益
営業利益

2010年度（実績） 2011年度（実績） 前期比

売上高 8,132 8,324 102％

営業利益（損失） 220 △339 △560

2010～2011年度の実績 （億円）
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韓国の火力発電設備で最大容量機
（105万kW×2）

韓国 泰安火力発電所9,10号機受注ﾘﾄｱﾆｱ 原子力新設 事業化協議進展

米州 Ｈ－２５ガスタービン受注

中国 脱硝触媒工場稼動開始

リトアニア 原子力 事業権付与契約で合意

米国 ＰＢＴ受注シェアＮｏ．１(11年度)

インド 超臨界圧石炭火力受注

PBT ： Proton Beam Therapy（陽子線がん治療装置）
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１-４ グローバル事業展開の加速

2011年度
３施設受注
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2010 2011 2012 2015

営
業
利
益
率

売上（１兆円）
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１-５ 目標ポジション

A社

B社

C社

D社

E社

安定的な収益体制確立
グローバル経営の加速
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グローバル市場で成長

戦略事業分野の拡大

最適事業体制の構築

ガスタービン・自然エネルギー・
環境システム 他

業績回復から成長にむけて

高収益体制の確立事業基盤の強化

グローバルＲ＆Ｄ強化 次世代製品の開発加速

２-１ 重点方針

9
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コスト構造の抜本的見直し

直接材 海外調達・エンジニアリング拡大 2015年度海外調達比率倍増
（火力事業70％以上）

生産 バリューチェーンのグローバル化
［海外生産拠点の活用拡大（中国、インド他）］

信頼性回復・プロジェクトマネジメント強化

ボイラー材料対策の早期収束

ドイツ国家プロジェクトで開発された

ボイラー材料の溶接部割れの原因特定、

改善方法検証完了（実機対策中）

間接 重複・分散共通業務の解消

「Hitachi Smart Transformation Project」の強力推進

EPC ： Engineering, Procurement and Construction

２-２ 事業基盤の強化

10

人財育成・活用による
モノづくり力・設計指導強化

ＥＰＣ経験者活用による
リスク管理徹底



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved.

日立パワーシステムズアメリカ

ＧＥ日立ニュークリア・エナジー

営業拠点

中核拠点

サービス拠点

製造・エンジニアリング拠点

ＢＧＲタービン

ＢＧＲボイラー

電力システム社/バブコック日立

日立ＧＥニュークリア・エナジー日立パワーヨーロッパ

日立パワーシステムズカナダ(12/4設立)

バブコック日立(杭州)環保
設備有限公司(11/6設立)

調達拠点

グローバル拠点の拡充によりターゲット市場にソリューション提供

２-３ グローバル最適事業体制の構築

11

海外拠点の営業機能拡充（インド・南アフリカ・ドバイ 他）
発電から電力流通まで一貫提案
海外調達・海外生産・海外エンジニアリング拡充
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戦略製品の事業拡大

グローバル事業展開加速

2011年度：4,900億円 2015年度：5,000億円売上高

IGCC ： Integrated Gasification Combined Cycle CCS ： Carbon Dioxide Capture and Storage 
13

３-１ 火力事業 基本方針

アジア、東欧地域への石炭火力注力
ガスタービンのグローバル拡販強化
グローバル予防保全の拡大

ガスタービン
環境システム、脱硝触媒
石炭火力、ＩＧＣＣ、ＣＣＳ技術開発
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火力プラントの老朽化状況

単位：GW

経年25年以上

経年25年未満

アジア欧州 北米

62%

47%
53%

38%

511

3,607

新設市場

火力発電設備容量の予測

予防保全市場

世界合計(経年25年以上：38%)

85%

15%

1,367
56%

44%

900

出典：UDIを元に当社推計

3,310

4,401

5,142

5,628

その他

Non-OECD

ASEAN 他

インド

中国

OECD

出典:IEA WEO 2011
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３-２ グローバル事業展開加速（１）

アジアを中心とした新興国が伸長

石炭は新興国、ガスは全地域で拡大

欧米を中心に老朽化更新、大規模

改修需要増加
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• Medupi-1～6
（建設中）B
【800MW×6】

• Kusile-1～6
（建設中）B
【800MW×6】

•Wilhelmshaven 
（建設中）BTG
【790MW】

• Rotterdam 
（建設中）BTG
【790MW】

中核３拠点（日本・欧州・米州）とインド拠点による事業拡大

米州欧州, 南ア

• Moorburg
（建設中）B
【820MW×2】

• Duke Energy
（試運転中）B
【900MW】

アジア

＜H-25ガスタービン＞
中国・インド等 6台受注

＜H-25ガスタービン＞
カナダ等 4台受注•韓国/唐津-9,10

（建設準備中）B
【1,000MW×2】

•韓国/霊興-5,6
（建設中）TG
【870MW×2】

•東電/常陸那珂火力
２号機（建設中）BTG
【1,000MW】

• Neurath
（試運転中）B
【1100MW×2】 ・韓国/泰安-9,10

【1,050MW×2】
BTG

・インド/ NTPC
【660MW×6】
B

・インド/ NTPC
【800MW×4】
（第一交渉権）TG

最近の受注案件

・米国/ KCP&L
AQCS×2

最近の受注案件

B ： ボイラー TG ： 蒸気タービン・発電機 AQCS ： 環境装置 * ： 建設準備中、試運転中含む

３-３ グローバル事業展開加速（２）

15

高効率石炭火力は30基（26.4GW）建設中*
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新工場完成予想図

生産拠点の拡充

プラントビジネス強化 グローバル予防保全拡充

BGRタービン ： BGR Turbines Company Private Ltd. BGRボイラー ： BGR Boilers Private Ltd. 16

３-４ グローバル事業展開加速（３）

大連日立機械設備有限公司
n タービン生産拠点化
n 鋳造工場稼動開始（2012年７月予定）

インド/ＢＧＲタービン・ボイラー
n 生産拠点化
n インド市場対応強化

バブコック日立（杭州）環保設備有限公司
n 中国脱硝触媒市場拡大への対応
n 現地生産工場の新設（2012年6月生産開始）

ローカルパートナーとの協業

海外エンジニアリング機能強化

北米予防保全拠点の拡充

Ｍ＆Ａ推進による業容・拠点拡大
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ガスタービン 環境システム・脱硝触媒

脱硝触媒
脱硝
システム

ボイラー 煙突
脱硝

集塵

脱硫

環境システム

*2011年受注シェア18％
(当社推計)

市場
規模
10年 約5兆円 15年 約11兆円
*

*当社推計（自然エネルギーを含む）

17

３-５ 戦略製品の事業拡大（１）

H-25ガスタービン（受注実績：151台）

n燃料多様化対応（燃焼器開発）
n分散電源市場対応強化

H-80ガスタービン

n国内新市場開拓
n海外積極展開（受注活動開始）

環境システム
n米国/欧州環境規制強化への対応

脱硝触媒（世界シェアNo.1*）
n中国NOx排出規制強化への対応
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ガス化炉 1,100t/日

複合発電 170MW級

2013年3月着工予定

（環境アセス実施中）

２０１５ ２０２０２０１２ ２０２５

大崎クールジェン
プロジェクト
（経産省補助事業）

ＩＧＣＣ （酸素吹 石炭ガス化複合発電）

ＣＣＳ （ＣＯ２分離・回収）

*Carbon Capture Test Facility
完成予想図調印式

IGCC ： Integrated Gasification Combined Cycle CCS ： Carbon Dioxide Capture and Storage
IGFC ： Integrated Coal Gasification Fuel Cell Combined Cycle 18

３-６ 戦略製品の事業拡大（２）

実証試験加速による早期商用化

早期商用化推進

nカナダサスクパワー社との
CCTF*実証試験契約（2012年3月）
［化学吸収法、CO2分離・回収量：120㌧/日］

IGCC（酸素吹）/IGFC+CO2回収

IGCC（酸素吹）

CO2回収

IGCC（酸素吹）商用機

IGCC（酸素吹）+CCS商用機
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福島原子力発電所関連の中長期対策の支援

海外事業の推進強化

原子力発電はＣＯ２排出量抑制に有効なエネルギーで、世界的に
継続する需要に向け、さらなる安全性の向上を図り推進

国内原子力対応と次世代炉開発

2011年度：1,600億円 2020年度：3,600億円売上高

ABWR ： Advanced Boiling Water Reactor 20

４-１ 原子力事業 基本方針

４号機使用済みプール内燃料取り出し

中期保管、最終的廃炉に向けた取り組み

安全性向上(既設、新設）の推進と中間貯蔵設備への対応

安全強化ABWR、次世代炉安全技術の開発

リトアニア ビサギナス原子力発電所契約推進

原子力新規建設推進国への重点拡販
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中期保管、最終的廃炉に向けた取り組み

水中探査ロボット

プール内調査映像

カメラ

燃料ハンドル

がれき

カバー

4号機原子炉建屋

天井クレーン

燃料交換機

実測した線量分布測定画面例

21

４-２ 福島原子力発電所関連の中長期対策の支援

4号機使用済みプール内がれき調査・燃料取り出し

損傷燃料取出し技術の開発推進（国家プロジェクトへ参加）
n 建屋内の遠隔除染

n 格納容器漏えい箇所特定・補修・内部調査

n 圧力・格納容器の健全性評価

除染モニタリング、線量分布測定の取り組み
n ガンマ線分布測定システムの開発
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安全技術開発

安全系
分散配置

免震装置

航空機落下
対策ドーム

燃料プールの地下配置

＋

安全性向上対策提案

中間貯蔵
ハイブリッド
安全性

22

４-３ 国内原子力対応と次世代炉開発

緊急安全対策（中長期）

シビアアクシデント対策

空冷非常用 ディーゼル発電機、
フィルタベント装置、冷却機能強化、
計装システム、他

使用済み燃料貯蔵容器＊生産
*：リサイクル燃料貯蔵（株）納５０基

国際市場の規制要求を満たす

安全性

世界最高水準の安全性（次世代ABWR）

- 外部事故対応強化 -

実績のある最新炉
（ABWR）

福島対策を反映
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日立・ＧＥ一体による原子力事業の海外展開加速

(2012年3月)

インド

ベトナム

■ ■
■

日立GEニュークリア・エナジー
HPSA

リトアニア アメリカ

GE日立ニュークリア・エナジー

フィンランド

ポーランド

HPSA ： Hitachi Power Systems America.Ltd.

23

４-４ 海外事業の推進強化

n 安全性向上ＡＢＷＲ
n ２０２１年運転開始予定

原子力新規建設推進国へ重点アプローチ

グローバル保守・サービス事業

の推進

カナダサスカチュワン州と

熱電併用の小型炉共同開発

リトアニア ビサギナス原子力発電所

建設プロジェクト事業権付与契約合意
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電力流通事業

自然エネルギー事業

粒子線がん治療装置事業

2011年度：1,800億円 2015年度：2,700億円売上高

*ビーム走査方式に対応可能

５-１ 電力流通・自然エネルギー事業 他 基本方針

25

コンポーネントからシステムまで一括提供

システムインテグレーション事業拡大

風力・太陽光システム受注拡大

系統連系・出力変動緩和技術の開発

スポットスキャニング照射技術*をはじめとした先端技術・

日本、米国での高稼働実績をベースに受注拡大



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved.

0

5

10

15
世界市場規模[兆円]

市場動向

事業戦略

6 8
12

当社推計

HITACHI High Power Laboratory

高電圧大電力試験所（2012年5月試験再開）

2010 2015 2020

HVDC ： High Voltage Direct Current 26

５-２ 電力流通事業（１）

新興国のグリッド増強および先進国の老朽化更新

広域連系強化による長距離送電・直流送電

自然エネルギーの導入拡大に伴う電力グリッド強化

スマートグリッド化加速

電力流通事業部を設立し、システム

インテグレーション事業拡大

超高圧・ＨＶＤＣ（直流送電)・スマート

グリッド事業の強化・加速

日立研究所に電力流通部門を設立、

技術・製品開発強化
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送変電システム、ＩＴの融合
ストロング＆スマートグリッドの実現

ＥＭＳ

変電所

蓄電池

需要家サービス

ＡＭＩ
ＢＥＭＳ/ＨＥＭＳ

電力系統の
最適制御

ＤＭＳ

ＥＶ充電管理
システム

風力

太陽光

配電系統

送電系統

ス
ト
ロ
ン
グ

発電所

送変電機器事業から
システム事業への展開

受変電

発電所
変電

太陽光
発電所

ＵＨＶ

周波数
変換

STATCOM

ス
マ
ー
ト

超高圧

従来事業
広域連系送電

自然エネルギー
グリッド

インテリジェント
保護制御システム

HVDC
システム

送変電

UHV ： Ultra High Voltage STATCOM ： A static synchronous compensator HVDC : High Voltage Direct Current EMS : Energy Management System
DMS : Distribution Management System AMI ： Advanced Metering Infrastructure EV ： Electric Vehicle
BEMS ： Building Environment and Energy Management System HEMS ： Home Energy Management system 27

５-３ 電力流通事業（２）
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米国向け 800kV ＧＣＢ

中国向け ＵＨＶ(1,100kV) ＧＣＢ

サウジアラビア向け 変圧器

ロシア連邦送電公社と包括契約締結

GCB ： Gas Circuit Breaker UHV ： Ultra High Voltage GIS ： Gas Insulated Switch
EMS ： Energy Management System 28

５-４ 電力流通事業（３）

n EMSや給電所の省エネ化
n変電所の遠隔監視・診断や
大規模系統の安定性・信頼性向上

送配電に関する実証実験を推進
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風力システム

扇島太陽光発電所
東京電力(株)

普及を支える出力安定システム

太陽光システム

（対 アップウィンド風車）

風向き

目標：2015年度
国内No.1シェア(100基/年)

ダウンウィンド風車の特長

国内最大級（13MW）メガソーラー

EPC : Engineering, Procurement and Construction（システム建設の一括請負い） 29

５-５ 自然エネルギー事業

富士重工業から事業譲渡（2012年7月予定）

EPCから保守までの一貫体制

次世代機開発・拡販加速

n 低風速用2MW機/洋上用大型機

ニーズに合わせたシステムインテグレート

n 大規模プロジェクト取り纏め
n 高効率・高収益システム
n メガソーラー系統連系技術

出力変動緩和技術（蓄電システム他）

■発電量8％増加

（吹上風にて）

■基礎工事物量低減
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事業方針

継続受注

市場動向

名古屋市：治療室

北海道大学：建物建設状況

５-６ 粒子線がん治療装置事業

30

世界の年間粒子線治療人数増加

最新の粒子線技術でグローバル市場に展開

長期保守契約による高稼働の実現

目標：年3基受注、市場シェア30％

日本・米国での高稼働実績

スポットスキャニング照射などの先端技術

大学や著名な病院から高評価

n 筑波大学
n 名古屋市
n 北海道大学

n
n 米国 Mayo Clinic
n 米国小児がん治療専門病院

テキサス大学MDアンダーソンがんセンター
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７. まとめ

電力システム事業戦略
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39%

8,132
8,324 8,400
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2012年度
見通し2011年度

2010年度 2015年度
目標

0.0
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4.0

6.0
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2009年度

8,821

40%

［11,000]

［6.0%]

［3.5%]

［8,700]［8,100]

［50%]
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［41%]

△4.1%
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32

６-１ 業績推移

*[ ]：2011年6月16日公表値



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved.

2011年度（実績） 2012年度（見通し） 2015年度（目標）

売上高
前回予想 8,100 8,700 11,000

実績および今回予想 8,324 8,400 9,500

営業
利益率

前回予想 1.2％ 3.5％ 6.0％

実績および今回予想 △4.1％ 2.6％ 6.0％

海外売上高
比率

前回予想 41％ 45％ 50％

実績および今回予想 34％ 39％ 50％

2011年度（実績）・2012年度（見通し）・2015年度（目標） （億円）

主な偏差内容

2012年度（見通し） 2015年度（目標）

売上高 海外火力市場の変化（欧州等）に伴い、目標を見直し

営業
利益率

売上高減少等 安定的な収益体制確立により前回通り

33

６-２ 前回業績予想との偏差
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2011年度（実績） 2012年度（見通し） 前期比

売上高 8,324 8,400 101％

営業利益（損失） △339 220 +559

34

６-３ ２０１２年度見通し

前年同期と比べると、原子力や国内火力の案件が減少するものの、
新興国等で火力が堅調に推移するほか、自然エネルギー事業の
増加等により、前期比101%となる見通し

売上高

2011年度に計上した一時的な費用がなくなることや、
プロジェクトマネジメントの強化、原価低減施策により、
震災前水準の黒字に回復

営業利益

2011～2012年度の実績と見通し （億円）
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２０１５年度目標

先進エネルギー技術で地球社会の未来を創るリーディングカンパニー

安定的な収益体制確立

36

７ まとめ

売上高 ９,５００億円

海外売上高比率 ５０％

営業利益率 ６％



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved. 37

本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点で合理的であると判断する一定の
前提に基づいており、実際の業績等の結果は見通しと大きく異なることがありえます。
その要因のうち、主なものは以下の通りです。

■主要市場（特に日本、アジア、米国およびヨーロッパ）における経済状況および需要の急激な変動
■為替相場変動（特に円／ドル、円／ユーロ相場）
■資金調達環境
■株式相場変動
■持分法適用会社への投資に係る損失
■価格競争の激化（特にデジタルメディア・民生機器部門）
■新技術を用いた製品の開発、タイムリーな市場投入、低コスト生産を実現する当社および子会社の能力
■急速な技術革新
■長期契約におけるコストの変動および契約の解除
■原材料・部品の不足および価格の変動
■製品需給の変動
■製品需給、為替相場および原材料価格の変動並びに原材料・部品の不足に対応する当社および子会社の能力
■社会イノベーション事業強化に係る戦略
■事業構造改善施策の実施
■主要市場・事業拠点（特に日本、アジア、米国およびヨーロッパ）における社会状況および貿易規制等各種規制
■製品開発等における他社との提携関係
■自社特許の保護および他社特許の利用の確保
■当社、子会社または持分法適用会社に対する訴訟その他の法的手続
■製品やサービスに関する欠陥・瑕疵等
■地震、津波およびその他の自然災害等
■情報システムへの依存および機密情報の管理
■退職給付債務に係る見積り
■人材の確保

将来予想に関する記述




